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に
み
る
神
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文
久
三
年
六
月
の
「
立
会
附
切
」
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は
じ
め
に

一
、
物
産
会
所
に
「
立
会
御
用
」
申
し
付
け
、
旅
宿
は
自
炊
で

二
、
御
修
復
御
用
は
「
立
会
附
切
」
で

三
、
宇
都
宮
戸
田
藩
士
よ
り
奈
良
奉
行
所
与
力
へ
の
書
簡

四
、「
立
会
」
と
出
土
品

五
、「
棟
梁
」
以
下
名
前
書
付

六
、
木
材
と
石
の
献
納
・
調
達

七
、
神
武
天
皇
陵
の
周
辺

　

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

著
者
は
す
で
に
「
中
条
良
蔵
『
庁
攬
』
に
み
え
る
神
武
天
皇
陵
修
補
の
発
端
」（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所

『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七
集
、
平
成
二
十
五
年
三
月
、
以
下
前
稿
と
い
う
）
を
著
し
、
幕
末
期
に
お

け
る
神
武
天
皇
陵
修
補
に
つ
い
て
、
奈
良
奉
行
所
与
力
中
條
良
蔵
に
よ
る
『
庁
攬
』（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

所
蔵
）
か
ら
そ
の
詳
細
な
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
前
稿
で
は
、『
庁
攬
』
の
記
述
が
始
ま
る
文
久
三
年
正
月
条
か
ら
同
年
五
月
条
ま
で
の
記
述
を
扱

い
得
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
後
を
承
け
て
、
同
年
六
月
条
の
記
述
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
の
文
久
三
年
六
月
の
神
武
天
皇
陵
修
補
を
考
え
る
の
に
際
し
て
触
れ
て
お
く
べ
き
研
究
が
あ
る
。
佐
藤
虎

雄
著
「
文
久
三
年
に
於
け
る
神
武
天
皇
陵
御
修
理
に
就
い
て
」（
神
宮
皇
学
館
館
友
会
『
皇
学
』〔
第
四
巻
第
四

号
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
〕、
平
成
五
年
七
月
に
国
書
刊
行
会
よ
り
復
刊
）
は
、
幕
末
期
の
神
武
天
皇
陵
修
補

を
め
ぐ
っ
て
特
に
文
久
三
年
に
注
目
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
神
武
天
皇
陵
の
域
内
に
埋
め
ら

れ
た
碑
の
銘
文
に
つ
い
て
、
そ
の
碑
の
傍
ら
に
神
武
天
皇
陵
か
ら
出
土
し
た
土
器
が
「
石
函
」
に
蔵
し
て
埋
め

ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
明
治
九
年
三
月
の
蜷
川
式
胤
編
『
観
古
図
説
陶
器
之
部
一
』
に
神
武
天
皇
陵
か
ら
出

た
土
器
の
岡
本
桃
里
に
よ
る
図
が
二
十
六
図
に
わ
た
っ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
、
同
じ
く

神
武
天
皇
陵
か
ら
出
た
土
器
の
図
が
「
簡
単
な
る
詞
書
を
附
し
、『
菅
原
朝
臣
楳
麿
』『
神
皇
之
臣
』
の
朱
印
を
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捺
し
た
紙
本
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
佐
藤
論
文
の
指
摘
す
る
こ
れ
ら
の
事
柄

は
、
い
ず
れ
も
本
稿
で
み
る
神
武
天
皇
陵
に
お
け
る
普
請
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
前
稿
と
同
様
『
庁
攬
』
の
記
述
に
沿
っ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
六
月
条
で
は
い
よ
い

よ
神
武
天
皇
陵
の
修
補
に
つ
い
て
具
体
的
な
記
述
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
庁
攬
』
を
め
ぐ
る
研
究
史
等

に
つ
い
て
は
す
で
に
前
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、『
庁
攬
』
が
、
神
武
天
皇
陵
の
成
り
立
ち
を
い
わ
ば
即

物
的
な
視
点
か
ら
細
大
漏
ら
さ
ず
記
録
す
る
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す

明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
前
稿
の
タ
イ
ト
ル
で
も
用
い
た
「
修
補
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
一
般
に

近
世
期
以
降
の
陵
墓
の
普
請
を
示
す
こ
と
ば
と
し
て
は
「
修
補
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
と
『
庁
攬
』
に
限
っ

て
み
れ
ば
「
修
補
」
と
は
言
わ
ず
専
ら
「
御
修
復
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
京
都
所
司
代
と
宇
都
宮

戸
田
藩
の
間
に
立
っ
て
神
武
天
皇
陵
の
普
請
を
担
当
し
た
奈
良
奉
行
所
の
用
い
る
こ
と
ば
と
し
て
、「
御
修
復
」

と
は
い
か
に
も
相
応
し
く
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
史
料
に
即
し
て
「
御
修
復
」
に
拠
る
こ
と
に
す
る
。



三
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一
、
物
産
会
所
に
「
立
会
御
用
」
申
し
付
け
、
旅
宿
は
自
炊
で

史
料
Ⅰ　

文
久
三
年
六
月　
「
神
武
天
皇
陵
御
修
復
『
立
会
御
用
』
大
坂
・
兵
庫
・
箱
館
物
産
会
所
立
会
御
用

申
渡
、
ま
た
旅
宿
手
賄
の
事
」

○
六（文
久
三
年
）

月
三
日　

朝
五
ツ
時
比
戸
田
越（
忠
恕
）
前
守
様
御
内
永
田
市
郎
左
衛
門
使
之
由
ニ
而
良
蔵
方
ヘ
持
参

以
剪
紙
致
啓
上
候
、
然
者
今
般

神
武
天
皇
陵
御
修
復
立
会
之
儀
、
大
坂
兵
庫
箱
館
物
産
会
所
立
会
御
用
申
渡
置
候
、
支
配
向
之
も
の
者
別

紙
之
通
伺
之
上
申
渡
候
間
、
此
段
御
達
申
候

一
其
表
旅
宿
之
儀
其
筋
最
寄
江
御
申
付
有
之
候
様
い
た
し
度
、
尤
手
賄
之
積
り
ニ
付
賄
道
具
其
外
と
も
銘
々

町
役
人
江
可
申
談
候
間
、
無
差
支
様
取
斗
可
申
旨
御
申
渡
有
之
候
様
い
た
し
度
存
候

右
之
段
可
得
御
意
如
斯
御
座
候
、
以
上

　

五
月
晦
日�

池
野
勇
一
郎　

印　

�

川
勝
丹（
広
連
）
波
守　

印　

　
　

山
岡
備（
景
恭
）
後
守
様

猶
以
別
紙
旅
宿
書
壱
通
差
遣
申
候
、
宜
御
取
斗
有
之
候
様
い
た
し
度
存
候
、
以
上

�

御
勘
定　
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�

鈴
木
観
之
助　
　
　

神
武
天
皇
陵
御
修
復
御
用
立
会
繁
々
見
廻
リ
是
迄
之
御
用
意
可
相
勤
旨
、
和
（
水
野
忠
精
）

泉
守
殿
江
伺
之
上
申
渡
候

�

御
勘
定
吟
味
方
下
役　
　
　

�

出
役　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

藤
田
弥
太
郎　
　
　

�

御
普
請
役　
　
　
　
　
　
　

�

副
田
元
右
衛
門　
　

�

同
見
習　
　
　
　
　
　
　
　

�

大
野
元
太
郎　
　
　

同
所
御
用
立
会
是
迄
之
御
用
意
申
合
壱
人
宛
在
勤
入
念
可
相
勤
旨
申
渡
候

�

旅
宿
書
付　
　
　
　
　
　
　
　

�

御
勘
定
吟
味
方
下
役　
　
　

�

出
役　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

藤
田
弥
太
郎　
　
　

�

上
下
三
人　
　

�

御
普
請
役　
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�

副
田
元
右
衛
門　
　

�

上
下
三
人　
　

�

同
見
習　
　
　
　
　
　
　
　

�

大
野
元
太
郎　
　
　

�

上
下
三
人　
　

こ
の
内
容
は
お
お
む
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

文
久
三
年
六
月
三
日
の
朝
五
ツ
時
頃
に
、
宇
都
宮
戸
田
藩
士
永
田
市
郎
左
衛
門
の
使
が
中
條
良
蔵
に
持
参
し

た
勘
定
奉
行
川
勝
丹（
広
連
）
波
守
・
池
野
勇
一
郎
か
ら
奈
良
奉
行
山
岡
備（
景
恭
）
後
守
に
宛
て
た
五
月
晦
日
付
の
「
達
」
の
内

容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
こ
の
度
神
武
天
皇
陵
御
修
復
の
立
会
に
つ
い
て
は
、
大
坂
・
兵
庫
・
箱
館
産
物
会

所
に
立
会
御
用
を
申
し
渡
し
置
く
。
支
配
向
の
者
は
別
紙
の
通
り
伺
の
上
申
し
渡
す
の
で
こ
の
段
達
す
る
。
ま

た
、
宿
は
そ
の
筋
の
最
寄
り
に
申
し
付
け
た
い
が
、
自
炊
（「
手
賄
」）
の
予
定
な
の
で
賄
道
具
等
は
そ
れ
ぞ
れ

町
役
人
に
申
し
談
ず
る
の
で
、
差
し
支
え
の
な
い
様
取
り
計
ら
う
べ
き
旨
申
し
渡
す
よ
う
に
し
た
い
」。
な
お
、

別
紙
に
て
「
旅
宿
書
」
一
通
を
差
遣
わ
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
取
り
計
ら
う
よ
う
に
、
神
武
天
皇
陵
御
修
復
御
用

の
立
会
は
「
繁
々
」
見
廻
り
と
し
こ
れ
迄
の
御
用
を
勤
め
る
べ
き
旨
を
老
中
水
野
和（
忠
精
）
泉
守
へ
伺
の
上
申
し
渡
す
。

神
武
天
皇
陵
御
用
の
「
立
会
」
は
こ
れ
迄
の
御
用
意
を
申
し
合
わ
せ
一
人
宛
在
勤
と
し
て
入
念
に
勤
め
る
べ
き
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旨
申
し
渡
す
。

こ
こ
に
み
え
る
「
立
会
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
Ⅰ
の
要
諦
は
こ
の
「
立
会
」
に
あ

る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
立
会
」
の
内
容
は
以
下
の
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。

二
、
御
修
復
御
用
は
「
立
会
附
切
」
で

史
料
Ⅱ　

文
久
三
年
六
月
「
神
武
天
皇
陵
御
修
復
御
用
『
立
会
附
切
』
仰
渡
」

○
六（文
久
三
年
）

月
四
日
於
小
書
院

備
後
守
殿
よ
り
御
達

�

中
條
良
蔵　

神
武
陵
御
修
復
御
用
向
為
立
会
附
切
可
被
相
勤
候
、
右
牧（牧
野
忠
恭
）

備
前
守
殿
被　

仰
渡
候
ニ
付
此
段
申
渡
之

　

亥
六
月

�

山
陵
懸
リ
与
力
江　

�

鳥
山
藤
左
衛
門　
　

�

佐
々
倉
権
左
衛
門　

神
武
陵
御
修
復
御
用
立
会
中
條
良
蔵
ヘ
申
渡
候
間
、
同
様
附
切
相
勤
候
様
可
被
申
渡
候
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亥
六
月

史
料
Ⅱ
の
内
容
は
、
六
月
四
日
に
奈
良
奉
行
山
岡
備
後
守
が
中
條
良
蔵
に
、
神
武
天
皇
陵
御
修
補
御
用
を

「
立
会
附
切
」
に
て
勤
め
る
よ
う
京
都
所
司
代
牧
野
備（
忠
恭
）
前
守
か
ら
仰
せ
渡
し
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
申
し
渡

す
。
ま
た
山
陵
懸
り
与
力
の
鳥
山
藤
左
衛
門
・
佐
々
倉
権
左
衛
門
に
は
、
神
武
天
皇
陵
御
修
復
御
用
「
立
会
」

を
中
條
良
蔵
へ
申
し
渡
し
た
の
で
、
同
様
に
「
附
切
」
に
て
勤
め
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。こ

れ
は
、
史
料
Ⅰ
に
み
え
る
勘
定
奉
行
川
勝
丹
波
守
に
よ
る
「
達
」
を
受
け
た
奈
良
奉
行
の
措
置
と
い
え
る
。

以
降
、
中
條
良
蔵
以
下
鳥
山
藤
左
衛
門
・
佐
々
倉
権
左
衛
門
は
、
神
武
天
皇
陵
御
修
復
に
つ
い
て
「
立
会
附
切
」

に
て
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
宇
都
宮
戸
田
藩
士
よ
り
奈
良
奉
行
所
与
力
へ
の
書
簡

史
料
Ⅲ　
「
御
勘
定
鈴
木
観
之
助
・
御
普
請
役
副
田
元
右
衛
門
八
木
村
着
に
付
山
陵
御
懸
り
林
藤
左
衛
門
よ
り

書
簡
」

○
六（文
久
三
年
）

月
十
日
夜
八
ツ
半
時
比
今
井
町
よ
り
仕
立
飛
脚
到
来
、
山
陵
御
懸
リ
戸
田
越
前
守
殿
家
来
林
藤
左
衛
門
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急
御
用
状
与
相
認
、
当
方
山
陵
懸
リ
与
力
四
人
宛
ニ
而
、
立
合
（
会
）御
用
ニ
付
御
勘
定
鈴
木
観
之
助
御
普
請
役
副

田
元
右
衛
門
八
木
村
江
着
ニ
付
取
斗
向
談
合
ニ
付
、
当
御
役
所
ゟ
懸
リ
与
力
可
罷
越
歟
鈴
木
観
之
助
義
南
都

江
可
参
哉
之
義
被
尋
越
候
付
、
同
日
中
條
良
蔵
よ
り
副
田
元
右
衛
門
江
向
御
勘
定
一
同
ヘ
御
奉
行
御
談
之
筋

有
之
候
間
御
出
南
御
望
候
様
被
申
聞
之
段
、
今
日
及
懸
ヶ
合
候
書
面
之
写
差
添
右
ニ
而
承
知
有
之
候
様
返
書

相
認
右
飛
脚
江
為
持
遣
候
事

右
の
部
分
の
直
前
に
は
「
御
勘
定
鈴
木
観
之
助
上
下
四
人
」「
御
普
請
役
副
田
元
右
衛
門
上
下
弐
人
」
が
六

月
九
日
明
六
時
に
「
大
坂
鈴
木
町
御
役
宅
」
を
出
発
し
、
十
日
に
は
今
井
町
に
到
着
の
予
定
の
旨
の
記
述
が
あ

る（１
）。史

料
Ⅲ
の
内
容
は
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
六
月
十
日
夜
八
ツ
半
時
頃
に
今
井
町
か
ら
仕
立
飛
脚
が
到

来
し
た
。
山
陵
懸
り
の
戸
田
越
前
守
家
来
林
藤
左
衛
門
が
急
御
用
状
を
認
め
た
も
の
で
、
山
陵
御
懸
り
与
力
四

人
宛
で
あ
る
。
立
会
御
用
に
つ
き
御
勘
定
鈴
木
観
之
助
と
御
普
請
役
副
田
元
右
衛
門
が
八
木
村
に
着
い
た
の
で

取
り
計
ら
い
向
き
に
つ
い
て
相
談
の
た
め
、
当
御
役
所
（
奈
良
奉
行
）
か
ら
懸
り
与
力
が
罷
り
越
す
べ
き
か
鈴

木
観
之
助
が
南
都
に
参
る
べ
き
か
に
つ
い
て
尋
ね
越
し
て
来
た
の
で
、
同
日
に
中
條
良
蔵
か
ら
副
田
元
右
衛
門

へ
向
け
、
御
勘
定
一
同
へ
奈
良
奉
行
が
相
談
の
筋
が
あ
る
の
で
奈
良
に
お
出
か
け
下
さ
る
よ
う
御
望
の
旨
申
し

聞
か
さ
れ
た
の
で
、
今
日
懸
け
合
い
に
及
ぶ
書
面
の
写
を
差
し
添
え
こ
れ
に
て
承
知
さ
れ
た
い
と
の
返
書
を
認
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め
て
、
右
の
飛
脚
に
持
た
せ
遣
わ
し
た
。

こ
こ
で
は
文
言
の
上
で
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
一
連
の
経
緯
の
前
提
と
し
て
は
も
と
よ
り
神
武
天

皇
陵
御
修
復
御
用
の
「
立
会
附
切
」
が
あ
る
。
同
月
十
二
日
に
は
御
勘
定
鈴
木
観
之
助
は
奈
良
奉
行
所
に
出
向

き
、
小
書
院
に
て
中
條
良
蔵
・
羽
田
謙
左
衛
門
・
同
半
之
丞
・
橋
本
喜
久
衛
門
・
鳥
山
藤
左
衛
門
・
佐
々
倉
権

左
衛
門
と
面
会
す
る
こ
と
に
な
る
（
２
）が
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
神
武
天
皇
陵
御
修
復
御
用
の
「
立
会
附

切
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、「
立
会
」
と
出
土
品

史
料
Ⅳ　

文
久
三
年
六
月
十
五
日
「
神
武
天
皇
陵
御
修
復
所
立
会
（
外
堀
出
来
・
佐
倉
川
川
筋
直
し
、
土
器
・

銭
出
土
）」

二
●
同（文
久
三
年
六
月
）

月
十
五
日
朝
五
ツ
時
比
よ
り

神
武
帝
陵
御
修
復
所
江
為
立
会
罷
越
御
陵
廻
り
四
方
と
も
外
堀
出
来
石
垣
者
積
無
之
、
右
石
先
達
而
多
武
峰

谷
小
川
之
石
を
取
寄
有
之
、
今
日
ゟ
藤
堂
和（
高
猷
）
泉
守
殿
御
領
分
倉
橋
村
領
ニ
有
之
候
石
を
取
寄
ニ
相
成
候
由
林

藤
左
衛
門
よ
り
噂
有
之

但
山
陵
奉
行
家
来
詰
所
仮
小
屋
ニ
林
藤
左
衛
門
并
同
役
一
人
下
役
小
林
仙
三
右
仮
屋
西
手
ニ
半
井
安
之
助

方
棟
梁　

木
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村
民
之
助
被
詰
同
人
案
内
ニ
而
山
陵
奉
行
役
方
立
会
、
同
道
ニ
而
御
普
請
所
及
見
午
刻

過

、
旅
宿
ヘ
良
蔵
并

下
役
と
も
同
道
ニ
而
引
取
、
山
陵
奉
行
役
方
之
内
林
藤
左
衛
門
と
被
引
取
候
事

○
佐
倉
川
一
名
神
武
田
川
の
北
ノ
方
ナ
ル
地
所
川
筋
を
直
シ
候
節
、
兆
域
外
境
ニ
堀
を
造
リ
候
節
、
土
中
よ

り
出
候
土
器
并
瓦
丸
木
之
朽
候
古
木
類
、
又
者
土
器
ノ
中
ニ
神
功
開
宝 

◦　

 

◦
◦　 ◦

 

ト
無
字
ノ 

 

ト
有

之
、
尚
又 

萬　

 
通

宝　 年

 
萬
年

通
宝 
 

聖
宋

元
寶 

是
者
八
百
八
十
二
年

○
萬
年
通
宝　

千
八
十
四
年

○
神
功
開
寶　

千
百
七
年

○
隆
平
永
寶　

九
百
廿
八
年

右
者
五
月
下
旬
ニ
掘
出
之
由
林
藤
右
衛
門
よ
り
噂
有
之
事

こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
神
武
天
皇
御
修
復
の
実
地
に
お
け
る
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
前
稿
お
よ
び

本
稿
で
『
庁
攬
』
か
ら
神
武
天
皇
陵
御
修
復
に
つ
い
て
の
記
述
を
多
く
み
て
き
た
が
、
実
地
の
記
録
は
は
じ
め

て
で
あ
る
。

史
料
Ⅳ
の
内
容
は
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。
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六
月
十
五
日
朝
五
ツ
頃
か
ら
神
武
天
皇
陵
御
修
復
の
場
所
に
「
立
会
」
の
為
に
出
向
い
た
が
、「
御
陵
廻
リ

四
方
」
と
も
「
外
堀
」
は
出
来
て
お
り
、
石
垣
は
積
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
用
い
る
石
は
先
日
多
武
峰

谷
小
川
の
石
を
取
り
寄
せ
、
今
日
か
ら
は
藤
堂
和
泉
守
領
分
の
倉
橋
村
領
（
桜
井
市
倉
橋
）
の
石
を
取
り
寄
せ

る
旨
林
藤
左
衛
門
か
ら
話
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
山
陵
奉
行
御
家
来
詰
所
仮
小
屋
に
は
林
藤
左
衛
門
と
同
役
一
人

下
役
小
林
仙
三
が
、
そ
の
仮
小
屋
の
西
手
に
は
半
井
安
之
助
棟
梁
の
木
村
民
之
助
が
詰
め
て
お
り
、
そ
の
案
内

で
山
陵
奉
行
方
と
「
立
会
」、
同
道
し
て
午
刻
過
ぎ
に
御
普
請
所
を
見
て
、
旅
宿
へ
中
條
良
蔵
な
ら
び
に
下
役

と
も
同
道
に
て
引
取
り
、
山
陵
奉
行
役
方
の
内
林
藤
左
衛
門
と
引
き
取
っ
た
。
一
名
神
武
田
川
と
も
い
う
佐
倉

川
北
方
の
地
所
で
川
筋
を
直
し
て
兆
域
外
境
に
堀
を
造
っ
た
際
に
、
土
中
か
ら
出
た
「
土
器
」「
瓦
」「
丸
木
」

が
朽
ち
た
「
古
木
類
」
が
、
ま
た
「
土
器
」
の
中
に
は
「
神
功
開
宝
」
と
あ
る
も
の
と
無
字
の
も
の
が
あ
り
、

な
お
、「
萬
年
通
宝
」「
聖
宋
元
寶
」（「
八
百
八
十
二
年
」）、「
萬
年
通
宝
」（「
千
八
十
四
年
」）、「
神
功
開
寶
」

（「
千
百
七
年
」）、「
隆
平
永
寶
」（「
九
百
廿
八
年
」）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
五
月
下
旬
に
掘
り
出
し
た
と
林
藤
左

衛
門
か
ら
話
が
あ
っ
た
（
３
）。

さ
て
こ
こ
に
、「
立
会
」
あ
る
い
は
「
立
会
附
切
」
と
い
う
こ
と
の
内
容
が
明
ら
か
で
あ
る
。
要
は
、
御
修

復
に
際
し
て
現
地
に
付
き
き
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、「
山
陵
奉
行
方
」
は
す
で
に
現

地
に
あ
っ
て
差
配
し
て
い
た
訳
で
、
こ
の
度
新
た
に
奈
良
奉
行
方
に
つ
い
て
「
立
会
」
な
り
「
立
会
附
切
」
と

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
山
陵
奉
行
戸
田
忠
至
は
、
文
久
三
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
は
江
戸
に
い
た
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た
め
に
神
武
天
皇
陵
御
修
復
の
現
地
に
は
不
在
で
あ
る
（
４
）。

な
お
史
料
Ⅳ
に
は
「
詰
所
」
ま
た
「
詰
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
詰
」
が
い
っ
て
み
れ
ば
「
立
会
」
な
り
「
立

会
附
切
」
の
実
態
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
『
庁
攬
』
文
久
三
年
六
月
十
五
日
条
、
つ
ま
り
史
料
Ⅳ
の

翌
日
の
条
に
は
、「
中
條
良
蔵
同
道
両
人
相
連
御
陵
御
普
請
所
江
相
詰
候
事
」、
ま
た
「
今
日
御
普
請
詰
役
副
田

元
右
衛
門
」
と
あ
る
（
５
）。
敢
え
て
言
え
ば
、「
立
会
附
切
」
に
し
て
も
、「
立
会
」
に
し
て
も
、
ま
た
「
詰
」
に
し

て
も
、
そ
の
示
す
所
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
る
。

な
お
「
山
陵
御
修
補
始
末
稿
三
」（『
山
陵
御
修
補
始
末
稿
三
四
』〔
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
〕）
に
は
、「
垣
（
埴
）輪

土
器
并
古
銭
ノ
概
形
」
と
し
て
「
埴
輪
土
器
」
三
十
一
点
と
、「
古
銭
」
三
点
の
図
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
「
埴
輪
土
器
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
形
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ
に
つ
い
て
「
五
寸
／

六
寸
五
分
位
」「
三
寸
五
分
／
六
寸
三
分
」「
二
寸
二
分
／
四
寸
二
分
」「
四
寸
／
八
寸
五
分
」「
二
寸
／
二
寸
五

分
」「
一
寸
五
分
／
二
寸
二
分
」「
三
寸
四
分
／
二
寸
三
分
」「
二
寸
七
分
／
二
寸
八
分
」「
六
寸
／
六
寸
」「
三

寸
／
六
分
」「
三
寸
三
分
／
二
寸
四
分
」「
四
寸
／
八
寸
」「
五
寸
／
三
寸
」「
三
寸
二
分
／
三
寸
八
分
」「
一
寸

五
分
／
五
分
」「
三
寸
五
分
／
四
寸
三
分
」「
六
寸
五
分
／
二
寸
」「
六
寸
二
分
／
三
寸
九
分
」「
四
寸
五
分
／
四

寸
」「
三
寸
／
五
寸
五
分
」「
二
寸
五
分
／
五
寸
五
分
」「
二
寸
三
分
／
五
寸
」「
四
寸
三
分
／
五
寸
七
分
」「
五

寸
／
四
寸
」「
一
寸
五
分
／
二
寸
三
分
」「
四
寸
二
分
／
三
寸
五
分
」「
二
寸
四
分
」「
四
寸
五
分
／
四
寸
五
分
」

「
一
寸
六
分
」「
四
寸
五
分
／
二
寸
」「
二
寸
九
分
／
二
寸
二
分
」
と
あ
る
。
ま
た
「
古
銭
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
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三
点
の
う
ち
二
点
に
は
「
神
功
開
寶
」「
隆
平
永
寶
」
と
あ
る
。
一
点
に
は
文
字
が
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
続
け

て
「
此
他
文
字
不
明
ノ
古
銭
若
干
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
は
「
右
ハ
松
井
元
儀
（
６
）ノ
記
憶
ノ
儘
ヲ
写
シ
タ

ル
モ
ノ
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
こ
れ
ら
「
垣
（
埴
）輪
土
器
」
や
「
古
銭
」
が
い
つ
ど
こ
で
得
ら
れ
た
の
か

に
つ
い
て
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
が
、
明
ら
か
に
史
料
Ⅳ
の
い
う
「
土
器
」
と
「
古
銭
」
に
つ
い
て
後
に
な
っ

て
か
ら
松
井
元
儀
の
「
記
憶
」
を
根
拠
と
し
て
記
録
し
た
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
神
武
天
皇
陵
御
修
覆
の
際
に
得
ら
れ
た
「
土
器
」
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
佐
藤
著
「
文
久
三
年
に
於
け
る
神
武
天
皇
陵
御
修
理
に
就
い
て
」
で
論

じ
ら
れ
て
お
り
、
拙
稿
「
神
武
天
皇
陵
埋
碑
と
擬
刻
」（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』

第
三
十
四
集
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）
で
も
大
略
触
れ
た
事
柄
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
関
心
の
視
点
か
ら
捉
え

直
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

蜷
川
式
胤
著
『
観
古
図
説
陶
器
之
部
一
』（
明
治
九
年
三
月
）
は
、
蜷
川
式
胤
誌
「
上
古
陶
器
ノ
説
」（
明
治

九
年
三
月
）
で
、「
大
和
国
高
市
郡
山
本
郷
ノ
内
畝
火
山
ノ
東
北
ヨ
リ
出
ル
土
器
類
」
と
し
て
、
神
武
天
皇
陵

御
修
覆
に
際
し
て
そ
の
域
内
か
ら
出
土
し
た
「
祭
器
」
の
模
写
図
を
二
十
六
図
載
せ
、「
祭
器
」
の
出
土
や
そ

の
模
写
の
経
緯
に
つ
い
て
も
詳
し
く
述
べ
る
。
こ
の
「
祭
器
」
は
史
料
Ⅳ
に
み
る
「
土
器
」
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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大
和
国
高
市
郡
山
本
郷
ノ
内
畝
火
山
ノ
東
北
ニ
字
ミ
サ
ン
サ
イ
ト
云
フ
所
ハ
則
チ
神
武
天
皇
ノ
御
陵
ニ
而
、

文
久
二
（
三
）年
五
月
（
７
）修
覆
ノ
時
其
地
中
ヨ
リ
掘
リ
得
タ
ル
處
ノ
祭
器
凡
五
十
品
也
、
岡
本
桃
里
此
時
ニ
出
役
中
自

ラ
其
形
ヲ
模
写
ス
、
ソ
ノ
後
官
ヨ
リ
命
ア
リ
テ
悉
皆
元
ノ
如
ク
埋
メ
ラ
ル
、
左
ノ
一
ヨ
リ
二
十
六
迄
ノ
図
ハ

右
五
十
品
ノ
内
ニ
シ
テ
此
器
ノ
中
ニ
曲
玉
管
玉
等
ノ
有
ル
無
ケ
レ
ハ
必
ス
供
器
ナ
ラ
ン
ト
思
ワ
ル
、
多
ク
ハ

手
ツ
ク
子
ニ
テ
底
ノ
方
細
シ
、
作
柄
ハ
尤
モ
古
ク
見
ス
（
８
）（
傍
線
は
原
文
の
マ
マ
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
際
「
掘
リ
得
タ
ル
處
ノ
祭
器
」
は
「
凡
五
十
品
」
で
あ
り
、
一
部
は
岡
本
桃
里
に
よ
っ

て
「
模
写
」
も
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
９
）。

蜷
川
式
胤
に
は
『
神
武
陵
発
掘
茶
碗
の
記
』（
一
冊
）
と
の
著
書
が
存
す
る
と
い
い
（
（1
（

、
そ
の
書
名
か
ら
す
る

と
い
か
に
も
こ
こ
で
み
て
い
る
神
武
天
皇
陵
の
域
内
の
「
地
中
ヨ
リ
掘
リ
得
タ
ル
處
ノ
祭
器
」
と
関
係
深
い
著

作
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
今
こ
れ
を
確
認
で
き
な
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
「
土
器
」
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
神
武

天
皇
陵
御
修
復
の
成
功
を
記
念
し
て
慶
応
元
年
五
月
七
日
に
神
武
天
皇
陵
域
内
に
埋
め
ら
れ
た
石
碑
（
以
下

「
埋
碑
」
と
い
う
）
の
正
面
の
刻
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
際
得
ら
れ
た
「
嚴
瓮
」「
手
抉
」「
平
坏
」「
窪
坏
」「
高
坏
」

は
孝
明
天
皇
の
御
覧
に
供
さ
れ
た
後
「
石
函
」
に
入
れ
て
「
埋
碑
」
の
右
に
埋
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
（1
（

。

も
っ
と
も
、
そ
の
一
部
は
埋
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
宇
都
宮
戸
田
藩
士
、
あ
る
い
は
「
下
野
鹿
沼
の
勤
王
画
家
」



四
八

の
手
に
渡
っ
た
。

宇
都
宮
戸
田
藩
士
と
し
て
神
武
天
皇
陵
御
修
復
に
携
わ
っ
て
い
た
縣
信
緝
（
勇
記
、
六
石
）（（1
（

の
曾
孫
で
あ
る

長
嶋
元
重
氏
が
著
し
た
「
随
想
宇
都
宮
藩
山
陵
修
補
事
業
と
考
古
資
料
─
神
武
陵
内
埋
没
碑
全
文
お
よ
び
神
武

陵
出
土
土
師
器
─
」（『
栃
木
県
考
古
学
会
誌
』
第
十
七
集
、
一
九
九
五
年
七
月
）
は
、
縣
信
緝
が
同
藩
士
の
吉

田
可
黙
に
宛
て
た
書
簡
で
神
武
天
皇
陵
か
ら
出
土
し
た
「
土
器
」
を
入
手
し
た
い
旨
述
べ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
た
上
で
（
（1
（

、
縣
信
緝
が
「
土
器
」
を
実
際
に
入
手
し
て
精
進
潔
斎
し
て
「
土
器
」
を
祀
っ
た
こ
と
、
戊
辰
戦
争

に
際
し
て
宇
都
宮
城
の
落
城
を
予
想
し
た
縣
信
緝
は
「
土
器
」
を
油
紙
で
包
装
し
て
箱
に
納
め
て
蓮
池
に
沈
め

た
も
の
の
再
び
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
明
治
十
四
年
の
縣
信
緝
の
逝
去
後
、
士
族
た
ち
が
蓮

池
に
旧
藩
主
を
迎
え
て
鴨
猟
を
し
た
際
に
縣
信
緝
の
三
男
佳
樹
に
よ
っ
て
偶
然
に
も
そ
の
箱
が
発
見
さ
れ
縣
家

に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
等
を
記
し
、
そ
の
「
土
器
」
の
写
真
と
実
測
図
を
載
せ
る
（
（1
（

。

さ
て
、
佐
藤
著
「
文
久
三
年
に
於
け
る
神
武
天
皇
陵
御
修
理
に
つ
い
て
」
は
、
神
武
天
皇
陵
か
ら
出
た
「
土

器
」
の
図
を
載
せ
た
「
紙
本
」
の
存
在
に
つ
い
て
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
「
紙
本
」
の
「
土
器
」
の
図
は
、『
観

古
図
説
陶
器
之
部
一
』
の
図
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

同
論
文
が
取
り
上
げ
る
「
紙
本
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
神
宮
皇
学
館
」、「
三
重
県
一
志
郡
久
居
町
本
町
の
館
友

清
水
庫
之
助
氏
」、
そ
し
て
「
愛
知
県
知
多
郡
三
和
村
小
倉
の
畑
中
幸
平
氏
」
が
所
蔵
す
る
三
本
で
あ
り
、
そ

の
い
ず
れ
に
も
、「
土
器
の
図
」、「
簡
単
な
る
詞
書
」、
ま
た
「
菅
原
朝
臣
楳
麿
」「
神
皇
之
臣
」
の
「
朱
印
」
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四
九

が
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
三
本
の
写
真
も
載
せ
る
。
そ
し
て
、
三
本
そ
れ
ぞ
れ
の
「
土
器
の
図
」「
詞
書
」
の
異

同
を
こ
と
細
か
に
指
摘
し
た
上
で
清
水
本
と
畑
中
本
に
は
神
武
天
皇
陵
か
ら
出
た
も
の
以
外
の
「
土
器
」
も
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

こ
と
を
指
摘
し
て
、「
不
注
意
の
為
に
三
輪
山
の
祭
器
や
、
日
向
本
城
の
齋
瓮
を
入
れ
た
の

は
不
敬
も
甚
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
断
じ
る
。
そ
し
て
、「
詞
書
と
絵
図
と
は
恐
ら
く
同
一
人
の
筆
に
な
る
も

の
と
思
は
れ
る
が
確
な
事
は
分
ら
な
い
」、
ま
た
、「
観
古
図
説
の
編
纂
さ
れ
た
の
が
、
明
治
九
年
三
月
で
あ
り
、

御
埋
の
碑
文
の
出
版
さ
れ
た
の
が
明
治
十
四
年
で
あ
る
（
（1
（

か
ら
、
以
上
の
三
本
も
此
の
間
に
も
の
さ
れ
て
流
布
さ

れ
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
、「
紙
本
」
の
成
っ
た
年
代
に
つ
い
て
見
通
し
を
立
て
る
（
（1
（

。

こ
の
「
紙
本
」
が
二
本
対
と
し
て
著
者
の
手
許
に
あ
る
。
二
本
と
も
紙
を
縦
に
し
て
、「
詞
書
」
を
上
部
に

書
き
「
土
器
」
を
下
部
に
画
い
た
も
の
で
、「『
菅
原
朝
臣
楳
麿
』『
神
皇
之
臣
』
の
朱
印
」
も
二
本
と
も
に
捺

さ
れ
て
あ
る
。
そ
し
て
、
二
本
そ
れ
ぞ
れ
に
「
種
類
／
重
寶
、
品
数
／
竪
一
幅
、
形
状
／
神
武
天
皇
御
陵
掘
物

圖
」
と
あ
る
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
際
こ
れ
に
つ
い
て
も
み
て
お
き
た
い
。
仮
に
こ
の
二
本
を

（
ａ
）（
ｂ
）
と
す
る
。

上
部
に
書
か
れ
た
「
詞
書
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
ａ
）
文
久
三
年
春
二
月

奉
勅
脩
理
畝
火
山
東
北

陵
得
瓦
器
許
多
體



五
〇

制
古
朴
盖
上
世
祭

祀
之
具
也

天
覧
后
埋
于
陵
右
旁

于
時
大
和
介
谷
守
（
森
）氏

作
哥
紀
埋
碑
哥
曰

（
ｂ
）
み
さ
ゝ
き
の
み
た
ま

ま
つ
り
し
そ
の
か
み
の

あ
と
を
の
こ
し
て

千
代
も
い
は
ゝ
む

こ
の
「
詞
書
」
は
、
右
に
み
た
「
埋
碑
」
の
正
面
の
刻
文
の
大
意
で
あ
る
。
佐
藤
論
文
が
載
せ
る
「
紙
本
」

三
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

下
部
に
は
、「
土
器
」
の
図
が
（
ａ
）
に
十
五
点
、（
ｂ
）
に
十
六
点
画
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
観
古
図

説
陶
器
之
部
一
』
に
載
せ
ら
れ
た
神
武
天
皇
陵
か
ら
出
た
「
祭
器
」
の
図
か
ら
転
写
さ
れ
た
も
の
（
（1
（

で
あ
る
が
、

佐
藤
論
文
が
指
摘
す
る
三
本
の
「
紙
本
」
と
同
様
に
、
神
武
天
皇
陵
か
ら
「
掘
出
」
さ
れ
た
も
の
以
外
の
「
土

器
」
も
画
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、（
ａ
）
に
は
「
大
和
国
式
上
郡
三
輪
」
の
「
神
山
」
よ
り
寛
政
十
一
年
春

に
掘
出
さ
れ
た
も
の
、「
日
向
国
諸
縣
郡
本
城
十
日
町
」
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
、「
上
野
国
群
馬
郡
植
野
村
ニ
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五
一

土
俗
所
謂
豊
城
入
彦
命
墳
」（
総
社
二
子
山
古
墳
、
群
馬
県
前
橋
市
総
社
町
植
野
）
よ
り
寛
政
年
間
に
掘
出
さ

れ
た
も
の
が
、（
ｂ
）
に
は
「
日
向
国
諸
縣
郡
本
城
十
日
町
」
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
、「
大
和
国
添
上
郡
大
奈ナ

閉ベ
ノ
山
陵
」（
宇
和
奈
辺
陵
墓
参
考
地
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
〔
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
〕）
の
陵
上
か
ら
得
ら
れ
た

「
土
ヲ
ツ
メ
テ
土
留
メ
ノ
為
ニ
甃
ミ
タ
」
る
も
の
の
図
が
、
神
武
天
皇
陵
か
ら
「
掘
出
」
さ
れ
た
「
土
器
」
の

図
に
交
ざ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
佐
藤
論
文
は
、
神
武
天
皇
陵
か
ら
「
掘
出
」
さ
れ
た
「
土
器
」
が
神
社
に
納
め
ら
れ
て
い
る
例
に
つ

い
て
も
触
れ
る
。
二
荒
山
神
社
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
に
「
文
久
三
年
神
武
天
皇
御
陵
御
修
繕
の
際
、
土
中
よ

り
得
た
と
い
ふ
四
個
の
土
器
を
伝
へ
て
ゐ
る
」
と
い
い
、
そ
れ
ら
の
写
真
も
載
せ
る
。
こ
れ
は
昭
和
十
一
年
七

月
二
十
三
日
の
「
旅
行
調
査
」
に
よ
る
知
見
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
大
き
さ
は
、
坩
が
高
八
寸

口
径
五
寸
、
高
杯
（
臺
器
）
が
口
径
三
寸
五
分
、
坏
が
高
六
分
口
径
二
寸
八
分
、
も
う
ひ
と
つ
の
坏
が
高
五
分

口
径
三
寸
で
あ
り
、「
此
等
は
観
古
図
説
（
引
用
註
、『
観
古
図
説
』
所
載
の
神
武
天
皇
陵
か
ら
掘
出
さ
れ
た
「
土

器
」）
を
参
照
す
る
に
相
似
た
点
が
あ
る
」
と
す
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
「
土
器
」
は
、「
下
野
鹿
沼
の
勤
王
画
家

た
る
船
越
雲
冥
が
奉
納
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
雲
冥
は
「
天
保
四
年
に
生
れ
、
王
室
山
陵
恢
復
の
成
績
を
奏
し

て
、
其
の
名
海
内
に
著
れ
、
明
治
七
年
六
月
十
三
日
宇
都
宮
に
客
死
し
た
人
」（（1
（

と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
神
武
天
皇
陵
御
修
復
は
、
文
久
三
年
五
月
以
降
山
陵
奉
行
方
の
指
揮
の
も
と
大
規
模
な
普
請
の

様
相
を
呈
し
、
六
月
に
は
奈
良
奉
行
所
に
お
い
て
も
「
立
会
附
切
」
と
な
っ
た
。『
庁
攬
』
に
神
武
天
皇
陵
御



五
二

修
復
の
具
体
的
な
記
述
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
文
久
三
年
五
月
に
「
掘
出
」
さ
れ
た
「
土
器
」
は
、
孝
明
天
皇
の
御
覧
に
供
さ
れ
た
後
、「
埋
碑
」

と
と
も
に
慶
応
元
年
五
月
七
日
に
「
石
函
」
に
納
め
ら
れ
て
神
武
天
皇
陵
の
域
内
に
埋
め
戻
さ
れ
た
。
と
こ
ろ

が
そ
れ
ら
「
土
器
」
の
一
部
は
模
写
さ
れ
て
図
書
に
掲
載
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
転
写
さ
れ
て
「
紙
本
」

に
載
り
、
ま
た
さ
ら
に
は
「
土
器
」
そ
の
も
の
が
神
武
天
皇
陵
の
域
内
に
埋
め
戻
さ
れ
る
こ
と
な
く
宇
都
宮
戸

田
藩
士
や
「
勤
王
画
家
」
に
手
に
渡
り
永
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
神
武
天

皇
陵
へ
の
注
目
は
、
決
し
て
当
時
の
社
会
一
般
に
広
く
行
き
渡
っ
た
動
向
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
後
世

の
識
者
の
議
論
の
的
と
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
「
土
器
」
を
介
在
し
た
神
武
天
皇
陵
へ
の

関
心
は
か
つ
て
確
か
に
存
在
し
、
今
日
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
通
じ
て
そ
の
痕
跡
を
た
ど
り
得
る
の
で
あ

る
。

五
、「
棟
梁
」
以
下
名
前
書
付

史
料
Ⅴ　

文
久
三
年
六
月
十
九
日
「
神
武
天
皇
陵
御
修
覆
棟
梁
以
下
名
前
書
付
」

（
文
久
三
年
六
月
十
九
日
条
）

○
林
藤
左
衛
門
よ
り
被
写
出
候
書
付
左
ニ
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五
三

棟
梁

　

⻆
井
民
之
助

惣
肝
煎

　

清
三
郎

肝
煎

　

藤
三
郎

　

儀
七

　

勘
七

�

和
州
高
市
郡
今
井
大
工
町　

�

今
井
組
大
工
組
頭　

�
久
兵
衛

�

同
曽
我
村　
　
　
　
　
　
　

�

同　
　
　
　

嘉
兵
衛

�

同
今
井
南
町　
　
　
　
　
　



五
四

手
伝
方�

赤
瀬
屋　
　
　
　
　

小
買
物
方�

佐
兵
衛

中
日
雇
方

損
料
物
方

�

同
今
井
東
町　
　
　
　
　
　

�

木
屋　
　
　
　
　

材
木
方�

佐　

助

並
木
植
付
方

�

同
今
井
今
町　
　
　
　
　
　

�
材
木
屋　
　
　
　

材
木
方�

忠
次
郎

�

同
今
井
大
工
町　
　
　
　
　

�

細
川
屋　
　
　
　

同�

半
右
衛
門

�

京
都
不
明
七
条
上
ル
町　
　

⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎩⎧⎪⎪⎩
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五
五

�

柳
屋　
　
　
　

鍛
冶
方�

友
三
郎

錺
方

�

同
出
町
柳
形　
　
　
　
　
　

�

尾
張
屋　
　
　
　

土
方�

庄　

吉

�
江
戸
両
国
米
沢
町
二
丁
目　

�

伊
勢
屋　
　
　
　

同�

吉
兵
衛

�

京
都
丸
太
町
通
寺
町
西
入　

石
方�

熊
次
郎

�

南
都
石
切
峠　
　
　
　
　
　

�

和
泉
屋　
　
　
　

石
方�

庄
次
郎



五
六

こ
の
林
藤
左
衛
門
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
「
書
付
」
に
は
、
神
武
天
皇
陵
御
修
復
に
携
わ
っ
た
人
び
と
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
記
載
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
枚
目
の
「
書
付
」
に
は
「
棟
梁
」「
惣
肝
煎
」「
肝
煎
」
の
計
五
名

の
名
が
、
そ
し
て
二
枚
目
の
「
書
付
」
に
は
「
大
工
与
頭
」「
手
伝
方
」「
小
買
物
方
」「
中
日
雇
方
」「
損
料
物

方
」「
材
木
方
」「
並
木
植
付
方
」「
鍛
冶
方
」「
錺
方
」「
土
方
」「
石
方
」
の
計
十
一
名
の
屋
号
と
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
職
人
や
人
夫
等
が
出
入
り
す
る
店
の
屋
号
や
主
人
の
名
で
あ
ろ
う
か
ら
、
実
際

に
役
務
に
就
い
た
職
人
や
人
夫
等
と
は
も
ち
ろ
ん
別
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
い
か
に
も
大
規
模
な
普
請
で

あ
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
。

こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
こ
で
み
た
二
枚
の
「
書
付
」
と
同
様
の
趣
旨
の
資
料
が
別
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
拙
稿
「
神
武
天
皇
陵
埋
碑
と
擬
刻
」
で
指
摘
し
た
「
埋
碑
」
に
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。「
埋
碑
」
の
「
左
側
面
」「
正
面
裏
」「
右
側
面
」
に
は
、
神
武
天
皇
陵
御
修
覆
に
携
わ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
び
と
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
宇
都
宮
戸
田
藩
主
戸
田
忠
恕
や
山
陵
奉
行
戸
田
忠
至

以
下
の
宇
都
宮
戸
田
藩
士
、
ま
た
、
南
都
奉
行
山
岡
景
恭
以
下
の
諸
士
も
あ
る
が
、
右
に
み
た
「
棟
梁
」
以
下

も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
史
料
Ⅴ
に
み
た
「
棟
梁
」
以
下
の
部
分
に
対
応
す
る
「
埋
碑
」
の
内
容
を
確

認
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
（2
（

。

棟
梁
…
…
…
…
…
…
⻆
井
幸
一
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五
七

惣
肝
煎
…
…
…
…
…
松
井
義
智

肝
煎
…
…
…
…
…
…
藤
三
郎
・
儀
七
郎
・
勘
七
（
（2
（

大
工
組
頭
…
…
…
…
久
兵
衛
・
嘉
兵
衛

石
方
…
…
…
…
…
…
熊
次
郎
・
庄
次
郎

土
方
…
…
…
…
…
…
庄
吉
・
吉
兵
衛

材
木
方
…
…
…
…
…
佐
助
・
忠
次
郎
・
半
右
衛
門

錺
方
…
…
…
…
…
…
友
三
郎

鍛
冶
方
…
…
…
…
…
銕
之
助

手
伝
方
…
…
…
…
…
左
兵
衛

こ
の
両
者
は
、「
棟
梁
」
以
下
を
載
せ
て
い
る
点
で
は
同
様
で
は
あ
る
が
、
職
掌
も
名
前
も
決
し
て
同
一
で

は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
文
久
三
年
と
慶
応
元
年
と
い
う
年
代
の
差
、
ま
た
修
復
の
途
上
に
お
け
る
「
書
付
」

と
修
復
の
完
了
を
記
念
す
る
「
埋
碑
」
と
い
う
記
さ
れ
方
の
差
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
そ
の
詳
細
を
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
「
埋
碑
」
に
み
え
る
「
棟
梁
」
以
下
は
、「
政
府
修
理
立
會
」
の
人
び
と
を
載
せ
る
面
（
拙
稿
「
神
武

天
皇
陵
埋
碑
と
擬
刻
」
で
は
〔
右
側
面
〕
と
し
た
）
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
政
府
」
と
は
幕
府
の
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こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
棟
梁
」
以
下
は
奈
良
奉
行
の
配
下
に
属
す
る
と
い
う
の
が
「
埋
碑
」
の
示
す
と
こ
ろ
で

あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
史
料
Ⅴ
は
、
す
で
に
み
た
史
料
Ⅳ
と
と
も
に
、「
立
会
附
切
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
神
武
天

皇
陵
御
修
復
の
現
地
に
お
け
る
普
請
の
記
録
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

六
、
木
材
と
石
の
献
納
・
調
達

『
庁
攬
』
の
文
久
三
年
六
月
二
十
日
条
以
降
に
は
、
神
武
天
皇
陵
御
修
復
に
必
要
な
木
材
と
石
の
献
納
・
調

達
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

史
料
Ⅵ　
「
神
保
御
内
吉
川
周
次
郎
出
席
に
付
書
上
」

（
六
月
二
十
三
日
条
）

詰
屋
書
□
□
□
出
候
左
ニ

�

神
保
御
内　
　
　
　
　
　

�

吉
川
周
次
郎
出
席　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚



『庁攬』にみる神武天皇陵御修復

五
九

�

山
陵
御
営
造
方　
　
　
　
　
　
　

�

林
藤
左
衛
門　
　
　
　

�

同
中
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

黒
瀬
啓
助　
　
　
　
　

�

久
保
田
市
右
衛
門　
　

�

同
下
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

小
林
仙
三　
　
　
　
　

�

久
保
千
代
之
助　
　
　

　
　
　

以
上

　
　

亥
六
月

こ
の
「
覚
」
に
は
、
参
集
し
た
人
び
と
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
で
何
が
な
さ
れ
た
の
か

に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
あ
る
「
神
保
御
内
吉
川
周
次
郎
出
席
」
と
あ
る
内
「
神

保
」
と
は
旗
本
神
保
山（
相
徳
）
城
守
（
三
千
次
郎
）（（2
（

で
、
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
た
地
の
領
主
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
（
（2
（

。
そ
れ
で
は
そ
の
神
保
山
城
守
は
神
武
天
皇
陵
御
修
復
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
史

料
Ⅶ
の
翌
日
条
で
明
ら
か
に
な
る
。
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史
料
Ⅶ　

文
久
三
年
六
月
二
十
五
日
「
神
保
山
城
守
松
木
五
百
本
献
納
」

（
文
久
三
年
六
月
二
十
五
日
条
）

○
神
保
山（
相
徳
）
城
守
殿
家
来
森
本
順
助
為
挨
拶
罷
越
、
松
木
御
用
材
五
百
本
献
納
御
聞
済
之
旨
申
聞
之
事

こ
こ
に
、
神
保
山
城
守
に
よ
る
神
武
天
皇
陵
御
修
復
に
際
し
て
の
「
松
木
御
用
材
五
百
本
献
納
」
の
「
御
聞

済
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。「
献
納
」
は
こ
の
直
後
か
ら
実
行
さ
れ
た
。

史
料
Ⅷ　

文
久
三
年
六
月
二
十
七
日
「
神
保
山
城
守
よ
り
献
納
」

（
六
月
二
十
七
日
条
）

神
保
家
献
納　

土
木　

末
口　

一
尺　

三
本�

出
役
森
本
順
助
昼
九
ツ
時
引
取
候
事　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

二
尺　

四
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
口　

三
寸　

十
八
丁

史
料
Ⅸ　

文
久
三
年
六
月
二
十
八
日
「
神
保
山
城
守
よ
り
献
納
」

（
六
月
二
十
八
日
条
）

神
保
家
献
納　
　
　
　

土
木　
　
　
　

五
本
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ク
と
木　
　
　

廿
四
本

　
　
　
　
　
　
　
　

右
御
内
出
席　
　
　
　

吉
川
周
治マ

マ

郎

○
山
陵
御
普
請
懸
り
出
役
同
断
（
（2
（

こ
こ
に
神
保
山
城
守
に
よ
る
「
献
納
」
の
実
態
の
一
端
が
明
ら
か
で
あ
る
。

神
保
山
城
守
は
こ
れ
ら
の
「
献
納
」
に
よ
っ
て
元
治
元
年
二
月
二
十
七
日
に
朝
廷
よ
り
褒
賞
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。『
古
事
類
苑
帝
王
部
』（
神
宮
司
庁
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
〔
昭
和
五
十
七
年
六
月
吉
川
弘
文
館
よ
り

復
刻
〕）「
帝
王
部
十
八
山
陵
下
修
築
」
所
引
「
文
久
遺
事
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。

�

神
保
山
城
守　

神
武
天
皇
御
陵
之
儀
者
、
其
方
知
行
所
内
ニ
被
レ

為
レ

在
、
今
度
御
修
補
ニ
付
、
松
材
数マ

本マ

御
用
ニ
相
成
、
御

満
足
被
二

思
召
一

候
、
依
白
銀
二
十
枚
御
所
よ
り
賜
候
旨
、
伝
奏
衆
被
二

相
達
一

候
間
、
此
段
相
達
候
、
尤
銀
子

之
儀
者
、
御
納
戸
頭
申
談
、
請
取
頂
戴
候
様
可
レ

被
レ

致
候
、

　

右
二
月
廿
七
日
○
元
治

元
年

（
（2
（
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史
料
Ⅹ　

文
久
三
年
六
月
二
十
五
日
「
倉
橋
溪
よ
り
石
五
千
づ
つ
日
々
運
送
」

（
文
久
三
年
六
月
二
十
五
日
条
）

○
今
日
ヨ
リ
石
数
五
千
宛
日
々
普
請
所
江
倉
橋
溪
ヨ
リ
運
送
之
由
林
藤
左
衛
門
ゟ
噂
有
之

史
料
Ⅳ
で
み
た
「
藤
堂
和
泉
守
殿
御
領
分
倉
橋
村
領
ニ
有
之
候
石
」
の
「
取
寄
」
の
実
現
で
あ
る
。

七
、
神
武
天
皇
陵
の
周
辺

こ
の
時
期
、
つ
ま
り
、
神
武
天
皇
陵
御
修
復
御
用
が
「
立
会
附
切
」
と
な
っ
た
文
久
三
年
六
月
以
降
、
神
武

天
皇
陵
の
周
辺
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
『
庁
攬
』
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
地
域
の
歴
史
や
民
俗
、
ま
た

政
治
的
な
事
柄
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
以
下
に
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

史
料
Ⅺ　

文
久
三
年
六
月
二
十
五
日
「
家
茂
公
大
坂
出
航
、
雨
乞
」

（
文
久
三
年
六
月
二
十
五
日
条
）

○
同
断
咄
ニ

公
方
様　

去
ル
十
三
日
大
坂
御
発
駕
御
軍
艦
ニ
て
東
海
道
へ
向
御
戦
之
事
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○
同
断
咄
ニ

畝
火
山
神
宮
ヘ
廿
ヶ
村
申
合
雨
乞
い
た
し
候
旨
申
聞
候
事

但
カ
子　

大
イ
コ

調
子
─
ホ
ラ
貝
ニ
テ
早
朝
ヨ
リ
夕
方
マ
テ
ト
ン
ト
コ
、
ト
ン
ト
コ
、
ト
不
絶
ハ
ヤ
シ
候
事

但
百
姓
と
も
は
社
等
ニ
て
ヨ
ヒ
ソ
ラ
、
ヨ
ヒ
ソ
ラ
と
い
ふ
て
お
と
り
候
事

史
料
Ⅺ
は
、
先
に
み
た
史
料
Ⅶ
・
史
料
Ⅹ
と
と
も
に
『
庁
攬
』
文
久
三
年
六
月
二
十
五
日
条
の
一
部
で
あ
り
、

全
体
の
順
序
は
、
史
料
Ⅶ
→
史
料
Ⅺ
→
史
料
Ⅹ
で
あ
る
。
つ
ま
り
史
料
Ⅺ
に
み
え
る
「
同
断
咄
ニ
」
と
い
う
の

は
史
料
Ⅶ
に
み
え
る
「
神
保
山
城
守
家
来
森
本
順
助
」
の
「
咄
」、
つ
ま
り
旗
本
神
保
山
城
守
相
徳
の
「
家
来
」

か
ら
の
伝
聞
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

史
料
Ⅸ
の
前
段
は
、「
公
方
様
」、
つ
ま
り
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
文
久
三
年
六
月
十
三
日
の
大
坂
出
航
を

述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
後
段
は
「
畝
火
山
神
宮
」、
つ
ま
り
畝
傍
山
口
神
社
（
橿
原
市
大
谷
町
）
で
の
「
雨
乞
」

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
前
段
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
極
め
て
淡
々
と
将
軍
家
茂
の
大
坂
出
航
に
つ
い
て
事
実
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
て
み
れ
ば
実
に
重
大
か
つ
複
雑
な
政
情
過
程
が
そ
の
背
後
に

存
在
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
そ
の
概
略
を
指
摘
す
れ
ば
、
文
久
三
年
三
月
四
日
に
入
京
し
た
将
軍
家
茂
は
、
同
月
十
一
日
に
は
攘

夷
祈
願
の
た
め
の
孝
明
天
皇
の
賀
茂
社
行
幸
に
供
奉
し
、
四
月
二
十
日
に
は
五
月
十
日
を
期
限
と
し
た
攘
夷
の

実
行
を
確
約
さ
せ
ら
れ
る
等
、
急
進
派
公
卿
の
画
策
に
弄
せ
ら
れ
続
け
た
。
し
か
し
よ
う
や
く
六
月
三
日
に
は
、

「
今
日
賜
暇
候
間
賜
御
剣
候
、
速
東
下
外
夷
掃
攘
之
成
功
有
之
武
威
輝
海
外
候
様
御
沙
汰
候
事
」（（2
（

と
の
「
御
沙

汰
書
」
を
得
て
、
同
月
十
三
日
に
大
坂
か
ら
江
戸
に
向
け
出
航
し
た
の
で
あ
っ
た
。
前
段
は
こ
の
大
坂
出
航
に

つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
付
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
そ
の
後
の
経
緯
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
急
進
派
公

卿
の
勢
い
は
と
ど
ま
る
所
を
知
ら
ず
、
つ
い
に
は
孝
明
天
皇
に
よ
る
「
大
和
国
行
幸
」
が
企
図
さ
れ
る
ま
で
に

至
っ
た
。
八
月
十
三
日
の
「
詔
」
に
は
、「
為
今
度
攘
夷
御
祈
願
大
和
国
行
幸
、
神
武
帝
山
陵

0

0

0

0

0

春
日
社
等
御
拝
、

暫
御
逗
留
、
御
親
征
軍
議
被
為
在
、
其
上
神
宮
行
幸
事
」（
傍
点
引
用
者
）（（2
（

と
あ
る
。
な
に
よ
り
も
こ
こ
に
「
神

武
帝
陵
」
と
あ
る
こ
と
に
注
意
が
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
大
和
国
行
幸
」
は
八
月
十
八
日
に

起
き
た
政
変
の
た
め
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
な
か
ん
づ
く
文
久
三
年
に
お
け
る
神
武
天
皇
陵
に

つ
い
て
考
え
る
際
に
、
右
に
み
た
如
く
「
神
武
帝
陵
」
が
攘
夷
祈
願
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
ら
れ

て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
前
段
後
半
の
「
御
軍
艦
ニ
て
東
海
道
へ
向
御
戦

0

0

之
事
」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
内
の
「
御

戦
」
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
。
右
に
み
た
よ
う
に
家
茂
が
、「
東
下
」
を
許
さ
れ
る
た
め
の
条
件
と
し
て
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「
外
夷
掃
攘
之
成
功
」
を
名
目
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
反
映
を
、
こ
の
「
御
戦
」
に
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
後
段
の
記
述
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
通
り
雨
乞
の
記
述
で
あ
る
。
前
段
と
同
様
「
同
断
咄
ニ
」
と
い

う
神
保
山
城
守
家
来
森
本
順
助
か
ら
の
伝
聞
に
よ
る
記
述
で
は
あ
る
が
、
か
え
っ
て
「
立
会
附
切
」
の
実
態
を

よ
く
示
す
記
述
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
史
料
中
、「
大
イ
コ
」
と
い
う
の
は
「
タ
イ
コ
（
太
鼓
）」
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
六
月
条
に
は
神
武
天
皇
陵
周
辺
の
歴
史
や
民
間
伝
承
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

史
料
Ⅻ　

文
久
三
年
六
月
二
十
一
日
「
大
久
保
村
神
武
社
参
詣
」

（
文
久
三
年
六
月
二
十
一
日
条
）

昼
九
ツ
時
比

○
大
久
保
村

　

神
武
社
江
参
詣

史
料
�　

文
久
三
年
六
月
二
十
六
日
「
雲
梯
村
に
古
の
官
跡
の
由
承
る
」

（
文
久
三
年
六
月
二
十
六
日
条
）

○
雲
梯
村
領
大
坪
カ
ハ
原
又
は
官
家
屋
敷
家
家
畑
官
字
薮
と
い
ふ
處
及
見
候
、
是
者
古
の
官
跡
の
由
申
伝
候



六
六

旨
、
同
村
助
七
と
い
ふ
人
ニ
承
ル
、
同
村
は
家
数
百
軒
之
由
申
候
事

史
料
�　

文
久
三
年
六
月
二
十
八
日
「
太
玉
命
社
の
縁
起
」

（
文
久
三
年
六
月
二
十
八
日
）

○
太
玉
命
社
の
縁
起
三
巻　

忌
部
村
役
人
預
リ

同
断
二
巻
者
右
同
村
助
七
方
所
蔵
、
尤
助
七
先
代
者
太
玉
神
社
の
仕
官
に
て
大
同
年
以
来
天
正
永
禄
の
比
迄

之
家
図
由
緒
抔
ノ
記
を
も
所
持
い
た
し
候
由
ニ
て
今
日
持
参
及
見
之
事

史
料
�　

文
久
三
年
六
月
二
十
九
日
「
畝
火
山
口
神
社
の
埴
口
神
事
」

（
文
久
三
年
六
月
二
十
九
日
条
）

○
昨
廿
八
日
并
今
廿
九
日
於
畝
傍
山
社
前
神
式
有
之
、
参
詣
人
数
多
有
之
事

但
廿
八
日
夕
方
ゟ
翌
廿
九
日
昼
迄
参
詣
致
し
候
常
例
、
泉
刕
堺
よ
り
住
吉
祭
ニ
付
土
取
ニ
畝
傍
山
江
毎

年
六
月
晦
日
罷
越
候
定
例
之
由
承
候
事

史
料
Ⅻ
・
�
・
�
・
�
と
も
、
神
武
天
皇
陵
御
修
復
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
史
料
Ⅺ
の
後
段
と
同
様
の
文
脈

で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
し
て
い
え
ば
、
御
修
復
御
用
が
「
立
会
附
切
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
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六
七

の
、
神
武
天
皇
陵
周
辺
の
事
柄
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
史
料
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
史
料
Ⅻ
の
「
大
久
保
村
」
は
大
窪
村
と
し
て
高

市
郡
に
属
し
現
在
の
橿
原
市
大
久
保
町
に
あ
た
り
、「
神
武
社
」
に
つ
い
て
は
い
ま
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。
史

料
�
の
「
雲うな
て梯
村
」
は
高
市
郡
に
属
し
現
在
の
橿
原
市
雲
梯
町
に
あ
た
る
。
史
料
�
の
「
太
玉
命
社
」
は

天あめ
の
ふ
と
た
ま
の
み
こ
と

太
玉
命
神
社
で
あ
り
、
忌
部
村
は
高
市
郡
に
属
し
現
在
の
橿
原
市
忌
部
町
に
あ
た
る
。
史
料
�
の

「
畝
傍
山
社
」
は
畝
火
山
口
神
社
で
あ
り
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
同
社
に
伝
わ
る
埴
口
神
事
の
こ
と

で
あ
る
。お

わ
り
に

前
稿
に
引
き
続
き
本
稿
で
は
『
庁
攬
』
か
ら
文
久
三
年
六
月
条
を
取
り
上
げ
、
神
武
天
皇
陵
御
修
復
を
め
ぐ

る
記
述
か
ら
、
い
わ
ば
即
物
的
な
視
点
か
ら
の
神
武
天
皇
陵
の
形
成
過
程
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
文
久

三
年
六
月
に
お
け
る
神
武
天
皇
陵
は
、
一
面
で
は
五
月
に
始
ま
っ
た
大
規
模
な
普
請
が
本
格
化
し
、
そ
れ
に

伴
っ
て
奈
良
奉
行
と
し
て
も
御
修
復
御
用
が
「
立
会
附
切
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
庁
攬
』
に
も
御
修
復

御
用
の
実
態
、
こ
と
に
そ
の
際
に
出
土
し
た
「
土
器
」
等
に
つ
い
て
は
こ
と
細
か
に
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
も
う
一
面
と
し
て
、
神
武
天
皇
陵
を
攘
夷
祈
願
の
象
徴
と
位
置
付
け
る
八
月
十
三
日
の
「
詔
」
ま
で
も



六
八

う
日
は
幾
許
も
な
い
こ
と
に
も
充
分
注
意
が
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
専
ら
文
久
三
年
六
月
に
焦
点
を
絞
っ
て
神
武
天
皇
陵
御
修
復
に
つ
い
て
実
地
の
視
点
か
ら
み
た
訳

で
あ
る
が
、
幕
末
期
に
お
け
る
神
武
天
皇
陵
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
ら
か
で
も
具
体
的

な
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
本
稿
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

註（
１
）
史
料
Ⅲ
の
直
前
の
御
勘
定
鈴
木
観
之
助
・
御
普
請
役
副
田
元
右
衛
門
の
動
向
に
つ
い
て
は
、『
庁
攬
』
の
以
下
の
記

述
を
参
照
。

（
文
久
三
年
六
月
九
日
条
）

○
六
月
九
日
夜
今
井
町
役
人
よ
り
松
尾
平
右
衛
門
方
へ
飛
脚
到
来

�

御
勘
定　
　
　
　
　
　

�

鈴
木
観
之
助　
　
　

�

上
下
四
人　

�

御
普
請
役　
　
　
　
　

�

副
田
元
右
衛
門　
　

�

上
下
弐
人　

今
九
日
明
六
時
大
坂
鈴
木
町
御
役
宅
御
出
立
道
筋
休
泊
之
義
ハ

　

平
野　
　
　
　

柏
原　
　
　
　
六
月
九
日

休　
　

　
　
　
　

国
分
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六
九

　

関
屋　
　
　
　
同
日

泊
　
　
　
　

 

下
田　
　
　
　
　

高
田　
　
　
　
十
日

着
　
　
　

今
井

（
２
）
鈴
木
観
之
助
が
奈
良
奉
行
所
に
出
向
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
庁
攬
』
の
以
下
の
記
述
を
参
照
。

（
文
久
三
年
六
月
十
二
日
条
）

○
同（
六
月
十
二
日
）

日
八
ツ
時
比
御
役
所
江
鈴
木
観
之
助
被
罷
越
ニ
付
、
懸
り
与
力
之
内
於
小
書
院
御
奉
行
御
達
有
之
、
其
所
江
中
條

良
蔵
壱
人
罷
出
御
挨
拶
相
済
候
上
、
羽
田
謙
左
衛
門
同
半
之
丞
橋
本
喜
久
右
衛
門
御
挨
拶
相
済
、
次
ニ
同
心
鳥
山
藤
左

衛
門
佐
々
倉
権
左
衛
門
御
挨
拶
申
上
ル

（
３
）
た
だ
し
、
聖
宋
元
宝
に
つ
い
て
「
千
八
十
二
年
」、
万
年
通
宝
に
つ
い
て
「
千
八
十
四
年
」、
神
功
開
宝
に
つ
い
て
「
千

百
七
年
」、
隆
平
永
宝
に
つ
い
て
「
九
百
廿
八
年
」
と
あ
る
の
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

（
４
）
戸
原
純
一
著
「
幕
末
の
修
陵
に
つ
い
て
」（
宮
内
庁
書
陵
部
陵
墓
課
編
『
書
陵
部
紀
要
陵
墓
関
係
論
文
集
』〔
学
生
社
、

昭
和
五
十
五
年
四
月
〕
所
収
。
初
出
は
『
書
陵
部
紀
要
』
第
十
六
号
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
）
九
十
一
頁
。

（
５
）『
庁
攬
』
文
久
三
年
六
月
十
六
日
条
に
は
次
の
通
り
あ
る
。
ま
さ
に
「
相
詰
」「
詰
」
と
あ
る
。

（
文
久
三
年
六
月
十
六
日
条
）

○
中
條
良
蔵
同
道
両
人
相
連
御
陵
普
請
所
江
相
詰

0

0

之
事

下
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
役

　

久
保
千
代
之
助　
　
　
　
　
　
　
　

新
民
作

上
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　

黒
瀬
敬
助　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
仙
三

　

林
藤
左
衛
門

○�

今
日
御
普
請
詰0

役
副
田
元
右
衛
門
出
席
、
御
普
請
所
見
分
之
上
昼
九
ツ
時
比
旅
宿
へ
被
引
取
候
事
（
傍
点
引
用
者
）



七
〇

（
６
）
宇
都
宮
戸
田
藩
士
。

（
７
）「
文
久
二
年
五
月
」
に
は
未
だ
宇
都
宮
戸
田
藩
に
よ
る
「
山
陵
修
補
の
建
白
」（
文
久
二
年
閏
八
月
）
も
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
孝
明
天
皇
に
よ
る
神
武
天
皇
陵
決
定
の
「
御
沙
汰
」（
文
久
三
年
二
月
）
も
な
く
、
当
然
「
文
久
二
年
」
は
あ

り
得
な
い
。
本
稿
で
み
て
い
る
『
庁
攬
』
の
記
述
に
従
い
、「
文
久
三
年
」
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

（
８
）『
観
古
図
説
陶
器
之
部
一
』
は
こ
れ
に
続
け
て
、
個
々
の
品
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
図
も
載
せ
て

い
る
。

（
９
）
こ
こ
で
岡
本
桃
里
に
よ
る
模
写
の
内
「
二
十
六
図
」
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
「
二
十
六
図
」
に
つ
い
て

は
、
本
文
で
の
『
観
古
図
説
』
の
引
用
の
先
の
部
分
に
「
此
二
十
六
図
ノ
一
品
ハ
桃
里
ノ
ケ
置
テ
此
後
博
物
館
ヘ
出
ス
」

（
傍
線
は
原
文
の
マ
マ
）
と
あ
り
、
そ
の
「
二
十
六
図
」
は
「
畝
火
山
麓
字
丸
山
ニ
テ
掘
出
」
と
註
記
さ
れ
る
「
高
二

寸
四
分
／
二
寸
八
分
」
の
「
祭
器
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
佐
藤
著
「
文
久
三
年
に
於
け
る
神
武
天
皇
陵
御
修
理
に

就
い
て
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
五
十
二
頁
）。
し
か
し
こ
こ
で
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
「
祭
器
」

が
「
畝
火
山
麓
字
丸
山

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
か
ら
「
掘
出
」
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
丸
山
」
に

は
か
つ
て
神
武
天
皇
陵
と
の
説
も
あ
っ
た
が
、
文
久
三
年
二
月
の
孝
明
天
皇
の
「
御
沙
汰
」
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
神

武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
が
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
拙
稿
「『
文
久
の
修
陵
』
に
お
け
る
神
武
天
皇
陵
決
定

の
経
緯
」〔
調
布
学
園
短
期
大
学
『
調
布
日
本
文
化
』
第
九
号
、
平
成
十
一
年
三
月
〕、
ま
た
拙
著
『
天
皇
陵
の
誕
生
』〔
祥

伝
社
新
書
、
二
〇
一
二
年
三
月
〕
等
参
照
）。
そ
の
「
丸
山
」
か
ら
、
文
久
三
年
五
月
に
な
っ
て
「
祭
器
」
を
「
掘
出
」

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
掘
出
」
の
主
体
は
奈
良
奉
行
で
は
あ
り
得
ず
、
山
陵
奉
行
方
、
つ

ま
り
宇
都
宮
戸
田
藩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
久
三
年
五
月
の
段
階
で
は
、
奈
良
奉
行
所
は
神
武
天
皇
御
修
復
に
つ
い

て
ま
だ
「
立
会
附
切
」
と
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
少
な
く
と
も
山
陵
奉
行
方
に
あ
っ
て
は
、
文
久
三

年
五
月
に
あ
っ
て
す
ら
な
お
「
丸
山
」
に
つ
い
て
神
武
天
皇
陵
と
し
て
の
何
ら
か
の
価
値
を
認
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
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七
一

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
柄
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
材
料
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て

い
な
い
。

（
10
）
佐
藤
著
「
文
久
三
年
に
於
け
る
神
武
天
皇
御
修
理
に
就
い
て
」
五
十
二
頁
。

（
11
）
埋
碑
の
埋
め
ら
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
松
井
元
儀
編
『
文
久
度
山
陵
修
補
綱
要
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
は
「
御

陵
右
側
土
手
下
中
央
」
と
、「
山
陵
御
修
補
始
末
稿
一
」（『
山
陵
御
修
補
始
末
稿
一
二
』〔
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
〕）
は
「
御

陵
面
ノ
右
側
中
央
御
土
手
下
ニ
シ
テ
左
ノ
場
所
図
略
ス
」
と
す
る
（
拙
稿
「
神
武
天
皇
埋
碑
と
擬
刻
」
六
十
八
頁
）。

（
12
）『
庁
攬
』
に
縣
信
緝
に
つ
い
て
み
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
二
、
縣
勇
記
の
『
宮
社
』
構
想
」（
七
十
六
～
八

頁
）
参
照
。

（
13
）
長
嶋
著
「
随
想
宇
都
宮
藩
山
陵
修
補
事
業
と
考
古
資
料
」
は
、
縣
信
緝
が
吉
田
可
黙
に
神
武
天
皇
陵
出
土
の
「
土
器
」

を
乞
う
書
簡
の
写
真
を
載
せ
る
（「
吉
田
可
黙
に
陵
内
出
土
物
を
依
頼
し
た
県
六
石
の
書
簡
（
吉
田
粮
造
氏
蔵
）」）。
そ

こ
に
は
、「
神
武
天
皇
御
陵
辺
ゟ
出
土
器
之
内
破
裂
の
品
に
て
不
苦
候
間
、
御
収
入
御
恵
存
可
有
之
候
、
立
祠
相
祭
度

候
」
と
述
べ
、
見
込
ま
れ
る
「
土
器
」
の
図
を
示
し
つ
つ
、「
此
位
之
杯
御
序
之
節
御
恵
存
可
被
下
候
」
と
す
る
（
一

六
一
頁
）。

（
14
）
長
嶋
著
「
随
想
宇
都
宮
藩
山
陵
修
補
事
業
と
考
古
資
料
」
の
「
７
神
武
陵
出
土
品
を
思
い
出
に
」「
８
神
武
陵
出
土

の
古
式
土
師
器
の
実
体
」（
一
六
〇
～
二
頁
）。
な
お
実
測
図
（「
神
武
陵
」
出
土
土
師
器
写
真
及
び
実
測
図
〔
安
永
真

一
氏
に
よ
る
〕）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
土
器
は
高
さ
幅
と
も
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
壺
型
の
土
師
器
で
あ
る
。

（
15
）『
観
古
図
説
陶
器
之
部
一
』
所
載
の
「
日
向
国
諸
縣
郡
本
城
十
日
町
よ
り
掘
出
し
た
る
齋
瓮
」、「
大
和
国
式
上
郡
三

輪
の
神
山
よ
り
掘
出
し
た
る
『
吾
壺
則
祭
器
也
』
と
説
明
し
て
ゐ
る
も
の
」
と
い
う
（
佐
藤
著
「
文
久
三
年
に
於
け
る

神
武
天
皇
陵
御
修
理
に
就
い
て
」
五
十
四
頁
）。

（
16
）
こ
こ
で
佐
藤
論
文
が
い
う
「
明
治
十
四
年
」
に
成
っ
た
「
御
埋
の
碑
文
の
出
版
」
と
い
う
の
は
、「
明
治
十
四
年
に



七
二

宮
内
省
の
許
可
を
得
て
『
神
武
天
皇
御
埋
碑
文
』
と
題
し
、
木
版
に
刷
つ
て
売
ら
れ
た
。
即
ち
大
阪
府
平
民
、
大
和
国

高
市
郡
大
久
保
村
三
十
六
番
地
平
岡
庄
太
郎
が
編
修
及
出
版
人
と
な
り
、
明
治
十
四
年
十
月
八
日
、
出
版
御
届
を
す
ま

せ
て
、
定
価
二
銭
で
頒
布
せ
ら
れ
」、「
米
山
宗
臣
氏
蔵
を
見
る
に
縦
一
尺
一
寸
六
分
、
横
五
寸
二
分
の
刷
紙
に
し
て
明

治
十
四
年
七
月
十
二
日
及
同
年
九
月
一
日
の
宮
内
省
御
許
可
の
朱
印
が
押
し
て
あ
る
」（
佐
藤
著
「
文
久
三
年
に
於
け

る
神
武
天
皇
陵
御
修
理
に
就
い
て
」
五
十
一
頁
）
も
の
で
あ
っ
て
、
拙
稿
「
神
武
天
皇
陵
埋
碑
と
擬
刻
」
で
取
り
上
げ

た
奥
野
陣
七
に
よ
る
「
石
摺
」
で
は
な
い
。

（
17
）
佐
藤
著
「
文
久
三
年
に
於
け
る
神
武
天
皇
陵
御
修
理
に
就
い
て
」
五
十
四
頁
。

（
18
）
神
武
天
皇
陵
か
ら
出
た
も
の
の
他
に
も
「
丸
山
」
か
ら
出
た
も
の
（『
観
古
図
説
陶
器
之
部
一
』
の
い
う
「
二
十
六
図
」）

も
含
む
。（
ｂ
）
に
一
点
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）
佐
藤
著
「
文
久
三
年
に
於
け
る
神
武
天
皇
陵
御
修
理
に
就
い
て
」
五
十
四
頁
。

（
20
）
拙
稿
「
神
武
天
皇
陵
埋
碑
と
擬
刻
」
六
十
二
～
三
頁
。
た
だ
し
引
用
で
は
「
埋
碑
」
の
体
裁
は
反
映
し
て
い
な
い
。

（
21
）
拙
稿
「
神
武
天
皇
陵
埋
碑
と
擬
刻
」
で
も
指
摘
し
た
が
、「
埋
碑
」
の
刻
文
の
内
容
は
「
山
陵
御
修
補
始
末
稿
三
」（『
山

陵
御
修
補
始
末
稿
三
四
』〔
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
〕）
に
も
詳
し
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
勘
七
」
に
つ

い
て
は
記
載
が
な
い
。

（
22
）
神
保
相
徳
は
後
に
遠
江
守
を
称
す
る
。

（
23
）
上
野
竹
次
郎
編
纂
『
山
陵
上
』（
山
陵
崇
敬
会
、
大
正
十
四
年
七
月
）
に
「
此
ノ
地
当
時
幕
府
靡
下
士
神
保
氏
ノ
有

タ
リ
、
是
ニ
於
テ
山
陵
奉
行
戸
田
忠
至
、
神
保
氏
ニ
議
シ
テ
之
ヲ
献
ラ
シ
メ
、
五
月
始
メ
テ
土
木
ノ
工
ヲ
起
ス
」（
十

七
～
八
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、
戸
原
純
一
著
「
幕
末
の
修
陵
に
つ
い
て
」
は
、「
大
和
高
市
郡
の
北
部
を
領
有
し
た
旗

本
神
保
遠
江
守
（
引
用
註
、
註
（
22
）
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
神
保
相
徳
は
山
城
守
を
称
し
た
後
に
遠
江
守
を
称
し
た
）

の
領
内
に
は
、
神
武
天
皇
以
下
五
天
皇
の
山
陵
が
介
在
し
て
い
た
が
、
大
久
保
村
以
下
の
五
ヶ
村
か
ら
計
五
町
三
畝
余
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の
土
地
を
山
陵
用
地
と
し
て
上
地
てし脱
お
り
、
こ
の
種
の
例
は
他
に
も
多
く
見
ら
れ
る
」（
九
十
四
頁
）
と
し
、
そ
の
典

拠
史
料
と
し
て
「
神
保
遠
江
守
知
行
所
之
内
御
陵
上
知
村
々
田
畑
石
数
取
調
帳
」（
戸
原
論
文
で
は
同
論
文
に
お
い
て

典
拠
と
し
た
史
料
に
つ
い
て
、「
特
に
註
記
し
な
い
も
の
は
す
べ
て
書
陵
部
所
蔵
の
自
筆
本
或
は
写
本
に
よ
つ
た
」〔
八

十
五
頁
〕
と
す
る
）
を
挙
げ
る
。
ま
た
、「
旗
本
神
保
山
城
守
」
が
木
材
を
献
納
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
る
（
九

十
六
頁
）。
さ
ら
に
、
後
出
の
「
文
久
遺
事
」（『
古
事
類
苑
帝
王
部
』
所
引
）
も
参
照
。

（
24
）
史
料
Ⅷ
に
み
え
る
森
本
順
助
を
指
す
。

（
25
）『
古
事
類
苑
帝
王
部
』
一
〇
九
七
～
八
頁
。

（
26
）『
孝
明
天
皇
紀
第
四
』（
平
安
神
宮
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
）
文
久
三
年
六
月
三
日
条
所
引
「
久
邇
宮
国
事
文
書
写
」（
六

八
四
頁
）。

（
27
）『
孝
明
天
皇
紀
第
四
』
文
久
三
年
十
三
日
条
所
引
「
定
功
卿
記
」（
七
七
九
頁
）。


